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の新陳代謝は主に trophoblast就中 syncytium
第 1章緒 言 
層に於て行われており， ζの事が胎盤研究が syn-
人胎盤微細構造lζ就いては光学顕微鏡的に古来多 cytium K集中される所以である。
数の報告あり。例えば Kastchenko(1885)，Ma- さて私はかかる胎盤繊毛の syncytium細胞及び 
ximow (1898)，Langhans (1890)， Merttens Langhans 細胞を妊娠杭期のものより出産時迄の 
(1894)，Graf von Spee (1896)，Gr・osser (1909)， 全経過を各月 Cとに観察し，妊娠月数の進むにつれ 
Flesch (1911)，藤村 (1918)，小松崎(1933)，楠 て起り得る syncytium細胞及び Langhans 細
元(1939)等なり。近年 Borries及び Ruska(19 胞の愛化を観察し，併せて両細胞形質内の諸種の 
38)による電子顕微鏡出現あり，且つ Pease及び organelleが両細胞の愛化K伴い如何に愛化するも 
Baker (1948)がその優れたる解像力を細胞学的研 のなるかと云う消長機転及び夫等の organelleが
究K利用するに及び，光学顕微鏡の低分解能をもっ 如何にして生ずるかと云う発生機転等を観察せんと
てしては到底解明し得なかった様な諸問題が漸次明 するものである。
確となり発見されつ〉あるのである。
胎盤I乙於ても電顕を用いて人及び種々の!庸乳類l乙
第2章材料及び研究方法 
於ける研究を見るに至った。即ち人胎盤Iζ就ては 1. 材斜は月経胎齢 6週より 10カ月比至る人胎
Wislocki及び Dempsey (1955)， Boyd 及び 盤 Syncytiumである。 5週以前の材料は入手出
Hughes (1954)，磯村 (1955)，沢崎 (1957)等の 来なかった。分娩叉は掻限後各材料は δ分以内I乙胎
記載がある。 盤繊毛の表面を 4mm立方の小片として固定せり。 
母の血液と胎児血液との中聞に位し新陳{明tをつ -2. 固定法並び包埋法として， 1% OS04単液，
かさどる胎盤が細胞学的に，或は細胞化学的lζ非常 或は Acetate veronal 緩衝せる l%OsO~液 (PH. 
l乙複雑なる興味深き機構を有する事は例えば Amo- 7.4)にて約3.....4時間固定後直ちに蒸溜水lζて充分 
roso (1952)，Wislocki (1955) も述べて居り，而 水洗し， Alcohol列を通過後，法K従って人造樹胎
して細胞層 (Langhans細胞層〉と syncytium層 に包埋後超薄切片を製作電顕にて観察せり。
よりなる胎盤械毛が無数に介在する事は人の知る所
である。叉その基底部K基底膜を通し胎児毛細血管
第3章 自家所見及び批判
に接し， syncytium層の自由面は繊毛間腔を通じ A. Syncytium細胞
母体脱落膜細胞に面す。即ち母の血液及び胎児血液 第 1項 Microsome 
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の細胞形質は光学顕微鏡Syncytium人胎盤 1. 
によっては一見殆んど無構造に認められる基質によ
って占められている。然れども適当な固定染色を用
ゆれば，均一なる細胞形質内lと黒染せる無数の微細
e頼粒が現われ，是等は或は細糸状物質lとよりて互い
rc.念珠状に結合せられ，斯の知き頼粒間連絡糸状物
は細胞自由面陀垂直な方向lζ，或は平行なる方向l乙
細胞形質内を縦横に走行する像が目撃される。斯か
る頼粒は森田 (1931)が光学顕微鏡的に“Mikro・
some" と命名せるものに相当する。上記の例に見 
Zが如く凡そ microsomeなる微細頼粒の存在は， 
古くから一部の学者によって認識されて居ったもの 
である。例えば“Retzius"は其の著書に明示して 
いるが，当時の microsomeなる概念は極めて不
明確なものであって，単に「微細頼粒j と云うが如 
き程度の意味を有するのみであって，とれが細胞の
生命現象K関連するであろう意義等に至っては全く
未知の事柄であった。森田 (1931)は猫の造精細胞
に関する研究K於て，極めて旺盛な生活力を有する
と恩われる微細頼粒を細胞形質内K認め，“Mikro・ 
some"と命名した。而も人胎盤 SyncytiumK於
ける microsomeの研究は小松崎 (1933)陀始ま
る。
叉電子顕微鏡的にも黒住 (1956)小木曾(1957)
森田(1958)等が microsome R関する研究を試
みているが其の要旨とする所は microsome頼粒
に二種類 (S-microsome及び C・microsome)あ
り，是等二種類の microsome頼粒が細胞形質内 
organelleの発生成長退化等の現象K極めて密接重
要なる関係を有すると云う事である。 
2. きて私の人胎盤 syncytiumの細胞形質内に
も無数民散在する微細球状頼粒が遍く存在するもの
であって，小なるは凡そ 5mp以下の電子密度高き
微細頼粒 (C より，比較的大型の(凡microsome)・
そ30mμ〉明るく見える胞状頼粒 (S-microsome)
も存在する。
microsome頼粒は妊娠全期を通じ胎盤 Syncy-
tium内に常に出現せるものであるが，箇々のもの，
単独に遊離状態に存在する事もあるが，一般には多 
数の頼粒は上述の如く紬糸状の電子密度高き物質に
よりて念珠状に連絡されているのが本態であると忠
う。乙の C-microsome及び S-microsomeの両 
者は互いJζ密接なる関係に於て存在するものであっ
て，時として S-microsomeの壁に C-microsome
の 1個叉は 2個位が附着して存する状態も発見され
る。但し此の二種類の microsomeは大きと電子
密度の異なる以外の点ではその他の性質が非常に近
似しているものである。
きて最初に; microsome頼粒を二種類に分ち考 
察せるは森田(1958)1として彼は私と全く同じ見解
を示し S-microsome及び C-microsomeの二種
類を区別している。叉 Slautherback(1953)及び
黒住(1956)はmicrosomeを三型式に分ち分類し
ている。 
Slautherback (1953)・…・・ There are three 
types of partic1es in the microsome fraction. 
Here called large， intermediate and small 
particles. 
叉黒住 (1956)は「今仮れζ記載の便のために
so1id microsome及び vesicularmicrosomeと
呼ぶ事にするが，両者は必ずしも常に明確に区別し
得るものではなく，屡々両者の中間型と見倣し得ベ
き形態のもの発見せられ，此の種頼粒が全べて同ー
系統lζ層せしめられるべき存在である事を示してい
るj云々。乙 ζlζ氏の solidmicrosome及び中間
型は余の C-microsomerc.， vesicular microsome 
は S-microsomeR相当するものかと考えるが，余
の考察lζ於ては C-microsome及び S-microsome
は明確に区別し得るものであって互いに移行し得るー
ものであるかに就ては不明であると考えられる。 
3. 一般に妊娠早期中期(2カ月 .-..-7ヵ月迄とす〉
に於ては S-microsomeの発達少なく， C-micro-. 
someを多く目撃すれども末期待K出産時の Syn-
cytium 1[.於ては比較的多くの S-microsomeを観
察し得るものである(図 1)。叉 Syncytium細胞
自由面が脱落を来し，細胞膜を欠くものに於ても僅
かの S-microsomeを観察す(図 2)。 
4. 是等 microsome頼粒を連絡する紺糸なる
ものは暗色を呈する原形質である。斯かる物質を森
田はA物質と名づけている。此のA物質は micro-
some頼粒K常に量の多少は別として附随して出現 
するものであると信ぜられるものであって細糸状を 
呈して存する事もあるが，物質が集合して不整塊状
K存在する事もあり得るのである。この A-物質内
で microsome頼粒は随時化生(新生〉される可
能性が存するものの様に観察される。殊に C.mic-
rosomeの存する所必ず多少の A-物質が随伴して
存するのを見る。即ち連絡糸なるものは A-物質に
他ならない。集合塊を成す場合にはその内部に多数
の小型 microsome頼粒が発生包蔵されているの
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が発見される。 A物質が線状をなす場合には必然的 
に microsome頼粒はー列型l乙並列する様iとなる。
但し其の時の microsome頼粒間にはA物質糸が
成立しその距離は様々であって頼粒の間隔が離れて
いる事もあるし，密接して間隔少なく出現する事も
ある。 
5. 上記 microsome頼粒なるものは大率小さ
い円球状をなして出現する。但し必ず常に球形であ
るとはかぎらないのであって，不整型民愛型する事 
もあり，球の引伸ばされたる如き長円型紡錘形或は
三角形等を取る事も起り得る。
6. 排列も一直線状とのみは限らない円環状に排
列する事もある o palade (1956)は ratの種々の
細胞に於て其の排列の型に平行なる二直線，輪状，
螺旋状，円形状， rosette型等の形式を取る事を述 
べている。
Palade (1956)…… The linear series in turn 
form consistent patterns among which parallel 
double rows， loops， spirals， circ1es. and 
rosettes appear to be predominant. 
syncytium細胞形質内に於ても同様なる micro-
someの排列の種々の形式の出現を見る。
7. 此様な microsome は核内部にも多数存在
するものであり，叉核膜上にも多数並列しているが，
他方 mitochandriaなるものは核内には発見され
ない。此の点核質と細胞形質との聞の著明なる性質
の差異を示すものであると考える。但し mitochon司
dria の内部物質中及びその外壁には多数の上記 2
種類の microsomeを含有するものであり，恐ら
くA-物質も存在するものと J思はれる。凡そ mito-
chondria と名づけるものは明らかK限界膜を有す
る必要が存するが， A物質塊は必ずしも膜の存在を 
必要としない。但し此の両者は或場合内部K多数の
microsomeを包蔵している事と denseなる色調
を呈する点K於て相似性がある。 A物質が限界膜で
包まれたものは mitochondria と称すべきである
と思う o
8. 次に microsome頼粒には分裂して 2個lζ割
れ増数する能力があると観察される。其の時生じた
2個の娘頼粒間には新しく細糸が発生して両者を連
絡しているのが認められる。それから microsome
頼粒を念珠状に連絡しているA物質の細糸にも縦裂
2分する性質が存する。此の場合線維が裂けると各
頼粒も遂には横lと2分するに至り， microsome連
絡糸は共の数を増加するものである。叉 micro-
some頼粒及びその連絡糸には成長の能力が蔵され
ていると思はれる。即ち小型なる頼粒は次第広大型
なる頼粒と化し，細き連絡糸は亦次第に太くなるを
目撃する。上記型式の microsome頼粒の分裂肥
大発育によりて後述する Porter (1952) の所謂
endoplasmicreticulum或は Sjostrand(1956) 
の α・cytomembraneへ移行するものである事が
考えられる。
9. 叉かかる分裂集合肥大発育等の型式lとより個
体を形成する他K私見によると microsome頼粒
及び連絡糸は外部より一定の他物質を自らの周りに 
吸着する能力があるかと想像される。そしてその吸
着された物質は恐らくは同化され，他の物質に改造
されて行くのであると信じられる。要するに micro-
some及びその連絡糸には活ー溌なる生命力が存する
事が観察される o 
10. 以上の如き分裂集合肥大発育等の性質とは逆 
IC. microsome IC.は時K消槌して見えなくなる場 
合もある。例へば後述せる如く空胞状構造の外形膜 
I乙附着せる C-microsomeは空胞状構造が繊毛間腔 
Iζ放出された時には消失し〈図 3)，叉syncytium細 
胞自由面が脱落せる後には細胞形質内 microsome 
の数は減少し細胞形質は非常に明るくなる(図 2)。
叉妊娠末期待に出産時期のものに於ても同様数の減
少を伴う。(図 1)。乙の microsomeの消失して見
えなくなると云う現象は“Autolyse"で本当に融
け去るものであるか，或は其の物は実在していても 
一時的に姿を没し所謂“Masquerade"した状態に
化し他日機会が来れば再び同一場所K出現する可能
性を残すものであるかは疑いの存する所である。 
第 2項空胞状構造体
1) 光学顕微鏡花於て早期 syncytium細胞形質
は鉄 Haematoxylin染色を以てすれば暗青色を呈 
するものである。叉細胞形質には microsome頼
粒の連鎖が不定の方向Iζ存在する。電子顕微鏡花於
ては暗青色を呈する上記細胞形質内全汎K無数の空
胞状構造体の集積を観察する。その外形膜には小頼 
粒の附着を見る。 Dempsey及び Wislocki (1955) 
沢崎(1957)がかかる空胞状構造は 1有Teiss(1953) 
の所謂 ergastopIasm，或は Porter(1952)の所
謂 endoplasmicreticulum IC:相当するものである
と記載した。その理由として外形膜上の小頼粒が光 
顕の細胞形質の basophiliaR等しいものであり，
叉 basophi1iaは ribonuc1eicacid IC:起因すると
述べた。 Boyd及び Hughes(1954)は単K細胞形
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質l乙空胞状構造が存在すると云う記載に止まる。 る。即ち膜lと直角に切られる時，膜は狭く電子密度
め かかる空胞状構造体の外形膜の外側面lζは主 は高く，外側面に小頼粒を附着し，水平或は斜lζ切
として前記 C-microsome と思われる小頼粒が念 られる時膜は幅を増し電子密度は低下し，小頼粒を
珠状の輪廓を形成している。私見によると空胞状構 内部民包蔵すると説明している。以上の考えは私の
造は S-microsome頼粒が互いに融合合着増大す 考えとは精異なるものである。
る事・により形成されるものと考える。叉外形膜上の 4) 空胞状構造体の内陸には C-microsome頼
微細頼粒は C-microsome，S-microsomeより， 粒及び連絡糸の網状構造が散在性lと内陸全体を占め
叉外形膜の電子密度はA物質によりて成立したるも ているのが観察される(図的。然れども夫の結合は
のと考える。 一般に周囲細胞形質に於ける microsome頼粒及 
3) C-microsomeはー列の連続を示すが，時に び連絡糸の網状構造より粗なるもの多い。私は空胞
は2列， 3列性の連続を示して存在する〈図的。ー 状構造体の内陸には液状体が含まれ，その液体内の
般に C-microsome の連続は外形膜の外側面(周 microsome頼粒及び連絡糸が電顕によりて観察さ
囲細胞形質に面する倶1])K附-着する場合多く，外形 れたものと考える。
膜の内側面は平滑である。然るに C-microsomeが 5) 空胞状構造体の形態は円形卵円形長管状形不
外形膜内部氏完全に包蔵され，外形膜両面が平滑と 整型空胞の広がり，或は長管状構造の重積よりなる
なれる事がある。前者は Sjostrand(1956)の α・ 同心円形を呈するもの等存在する。かかる空胞状構 
acytomembrane n:相当し，後者の場合は森田(19 造体は syncytium細胞形質内に一様に密に或は粗 
58)の所謂 Am膜i乙相当する。即ち凡そ森田は細 に分布存在しているものであるが，其の分布型式lζは
胞形質内の膜を 2種類に大別し考えている。即ち① 或る一定の規則が存するかの様である。即ち麗々個 
microsome頼粒を外側に附随露出せしめている膜 々の空胞状構造体は一列に並び，時々細糸品目管にて
と，②然らさfるmicrosome内蔵膜とである。①は 互いに連絡されて列を作り並ぶ。まれに分岐状に結 
Sjostrandが α・cytomembrane と称するものに 合されるものもある(図 4)。空胞状構造体の大さ及
他ならないものであり，②は森田が Am膜と称す び形は同時期の syncytium細胞lと於でほぼ一定せ
るものである。森田(1958).・..f但し α-cytomem・ るものの様である。即ち早期 syncytium(2..._3カ 
brane にありては頼粒の多数が膜面に露出してい 月〉に於て約 0.6μ前後の直径あり， mitochondria 
るのは反して，私の場合 m.icrosome頼粒は膜基 と同程度或は栴々小型で、ある。妊娠時期の進むKつ
質内部K包蔵され，叉新生されるのが観察されるの れ部r次大さを増大すれども，反って共の数は融合す
で，少くともその膜の組成分としては多量の A-物 る事により減少する傾向lζある。 4カ月比至れば既
質が含有されていなければならないと考えている。 i[mitochondriaの大きを凌駕する。 9カ月比至れ
而も私は Am膜の α・cytomembraneへの移行を ば約 2.0μ にも達す〈図 5)。但し出産時 syncytium
信ずるものである。j云々。……私の考も森田と- iL於ては空胞状構造体及び mitochondriaは退化
致するものであり，是等空胞状構造体にはこつの形 現象により形態の判別がつけがたし、。その形は早期
式が存在し，叉夫等の移行型も存在すると考える。 に於ては円形卵円形のもの多きも中期 (4---7カ月) 
Palade (1956)は Albinoratの精上皮細胞に於 以後に於てはその融合現象により弓ミ整形の空胞状構
て私の空胞状構造体の所見と同じ所見を観察してい 造体が多くなる(図的。
る。 6) (図 3)は9カ月中旬の syncytium細胞で7あ
Palade (1956) ・・・ Usual1y， in seminal る。基底部K於て空胞状構造体は比較的小さし自
epithelia，both surfaces of the membrane 由面に近く比較的大きし、。叉繊毛間腔l乙は更に大な
limiting the endoplasmic reticulum are smo・ る空胞状構造体と同一物視されるものが存在する。
oth. Occasionally，however，the outside sur- 是等は基底部より移行せる空胞状構造体が繊毛間腔 
face，i.e. the surface in contact with the K放出されたものと解される。かかる際K細胞形質
cytoplasmic matrix is covered by smal1， dense 内部の空胞状構造体lζは C-microsomeの附着を見
particles of a type recently described. るも，紘毛間腔lζ於けるものに於ては， C-micro-
此の事lと対し Paladeは比較的一定の厚さと電子 some著しからず。叉(図的は 5カ月上旬の syn-
密度を有する膜が切片の切られる角度lζより愛化す cytium細胞である。繊毛間腔lとは細胞形質内空胞
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状構造体と同一視されるものが存在する。乙のもの
に於ても C-microsomeは著明lζ非ず。是等の図
は microvilli及び細胞自由面が apocrine分泌 
様i乙脱落する状態を示すものであり， (図 7)は同様
標本に於ける自由面の脱落後の状態かと思われる。
即ち細胞形質内には空胞状構造体の数は少なく，空
胞状構造体が細胞境界面が鋸歯状を呈した自由面に
直接関破する状況である。是等の空胞状構造体にも
C-microsome の附着は非常に少く殆んど Am膜
のみの形式を取る。以上の写真よりして私は空胞状
構造体が eccrine形式或は apoerine形式K従っ
て繊毛問腔に放出分泌されるものであると考える。
叉分泌氏際しては α・cytomembraneは Am膜へ
還元移行し得るものとも考える。(図的は 9ヵ月中
伺lζ於ける syncytium細胞である。基底膜と syn-
cytium基底部細胞形質との聞には細胞間隙の広が
りがあり， syncytium細胞形質よりは microvilli
様の突出が，此の細胞間隙に突出するのが目撃され
る。細胞間隙の周囲Kは大小種々の空胞状構造体が
存在す。叉空胞状構造体と細胞間隙との間には直接
関口せる如き像も観察される。乙の事は基底部より 
空胞状構造体の内容が吸収形成され繊毛間腔内へ放 
出移行すると云う事を考えしめる。 
7) 早期 syncytiumf[於て一?と顕所見としては，
細胞自由面刷子縁直下K恰等大なる空胞が排列する
ものであるが，かかる部(立を電顕を以て観察すれば 
microvilli直下の細胞形質突出を認める部{立に表
面に近接し，直径約1.2μ 前後の大型の空胞の出現
を見るのである(図的。かかる空胞の存在は妊娠全
経過K於て観察し得たが，出産時のものに於ては既
に見られなかった。乙れは Dempsey及び Wislocki 
(1955)，沢崎 (1957)が pinocytosisによる吸収
の結果作られると称する空胞である。叉 Boyd及び 
Hughes (1954)が protoplasmicvesic1esの拡
大はより作られると称するものであると思う。 
8) (図 5)に於て空胞を形成する外形膜には明か
に C-microsome，S-microsomeの附着を見る。
即ち Sjostrand(1956)の α-cytomembrane ~乙
相当するものであるかも知れない。叉空胞内部には
比較的電子密度の高い物質が見られる。(図 5)Iζ於
てかかる空胞が周囲の空胞状構造体と内容に於て連
絡し，同一外形膜Kて囲まれているのが見られ，叉
(図 10)Iζ於てかかる空胞の内容が級毛間腔と交通
するのが見られる。次lとrtの空胞は syncytium細
胞の自由面直下托のみ存するとはかぎらないのであ 
って，純胞形質の中心部(図 11)或は基底部氏於て
もかかる構造の空胞を観察し得た。
9) 以上の所見より考察するにかかる空胞が Sj-。strandの α-cytomembrane f[固まれた他の細
胞形質内l乙多数存在する空胞状構造体と同一種類の
ものと考える。早期 syncytiumf[於て Boyd及
び Hughesが protoplasmicvesicIesの拡大に
より生ずるかもしれないと述べたものと一致する。 
次にかかる空胞が syncytium細胞形質の基底部，
中心部，自由面直下及び械毛間腔と内容が交通する
像等よりして分泌或は吸収かは不明であるが常K移
動しつつあるものと考えられる。
然るに Dempsey及び Wislocki(1955)はかか
る空胞は不明確な膜lとより固まれているのに反し，
細胞形質内K散在する多数の空胞状構造Kは明らか 
K小頼粒の ~f;J-着が存在し Porter の endoplasmic 
reticulumIζ相当す。両者は明らかに区別し得るも
のであると述べている。 
Wislocki and Dempsey (1955) ... These 
vacuoles are as a rule larger than the ovoid 
vesicles of more unifor m size scattered 
throughout the syncytium. The latter usually 
have a wel1-defined， confining membrane 
which is strippled， beaded or granular， 
whereas each 'of the large vacuoles is sur-
rounded by quite an indistinct membrane. 
These large，marginal vacuoles would appear 
to be unrelated to the much more numerous， 
smaller，c1ear vesicles filling much of the 
syncytium which a1'e enc10sed by a well-
defined membrane. 
かかる考えは私の考察とは異なるものである。
叉 Dempsey及び Wislocki はかかる空胞が 
Pinocytosis Kより吸収され内部f[ plasmaを含
むかもしれぬと述べている。 
Wislooki and Dempsey (1955)......The large 
vesic1es 01'vacuoles seen in variable numbers 
in the surface zone of the syncytium and 
their probable formation by engulfmel1t of 
plasma coincide with the vesicles described 
by Wislocki and Streeter，and Wislocki and 
Bennett，the formation of which they ascribed 
to the p1'ocess. of pinocytosis. 
然しながら私の(図 10)の所見よりしては必ずし
も吸収であるとは断定出来ない様K思われる。
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10)所謂 endoplasmicreticulumは torter J震のみを有し cristaemitochondrialesを欠く内
と Kallman(1952)が最初に電顕にてよんだ名前 部l乙小頼粒の集りを有する頼粒状 mitochondria
である。叉 Palade(1956)は全べての動物細胞に を報告している。叉 Rhodin (1954)は mousの 
endoplasmic reticulumが存在すると云う事を述 腎細胞に於て， Rouiller等 (1956)はratの肝細胞
べている。然し Paladeのendoplasrriicreticulum IC於て一重の限界膜に囲まれた内部氏一様な電子密
は Sjostrandの α-eytomembrane及び穎粒の附 度を有する微細頼粒状物質を有する構造を micro.
着の無い膜， 即ち森田の所謂 Am膜l乙囲まれる構 bodyと称し， mitochondriaの発生の母体なりと
造をも含んでいる。 称して.いる。 
Bernhard，Gautier，Oberling (1951)，Dalton Rouiller and Bernhard (1956)・…..The cyto 
(1951)，Porter (1953)等は endoplasmicreti- plasm of the hepatic cell contains，besides 
culum ば光顕で Basopnilicを示す細胞形質の部 the well known organelIes，microbodies，cha-
位K相当する。と述べ，更に Brachet (1952)及び racterized by a single membrane，a finely 
Casperson及び Schultz (1940) は細胞形質の granular matrix， and average dimensions 
basophi1ia と ribonucleicacidの存在との間に below those of mitochondria，. 
密接な関係があると述べている o，Syncytium細胞 Demp'sey (1953)は天竺ネズミの卵黄嚢上皮花
形質が光顕l乙て basophiliaを示し，又電顕にて二 於て腫張せる内部構造が空胞化せる mitochondria
種類の空胞状構造体の外形膜が α-cytomembrane を報告し mitochondriaの退化現象であると述べ
及び森田の Am膜の型iζ於て存在する事は是等の ている。人胎盤 syncytium ~r.於ても Boyd 及び
空胞状構造体は Paladeの所謂 endoplosmicret唱 Hughes (1954)，Wislocki及び Dempsey (1955) 
iculum ~r.相当するものと考える。 磯村 (1956)，沢崎(1957)等も其の mitochondria 
Wislocki及び Dempseyは細胞形質に多数存在 に就いての記載を試みている。余の観察を以てする
する空胞状構造体を endoplasmicreticulumと も上記 mitochondria内部構造の種々の形式を見
称するも，彼が pinocytosisIとより生ずると考え 出し得るものである。
'る空胞を endoplasmicreticulum IC入れない事 2) (図的 K示される如く一般に早期 syncyt-
は私の考察とは異なるものである。 ium(2--3カ月)Iζ於て mitochondriaは palade
第 3項 mitochondria の三要素を完全Jζ具備し電子密度の高い球形卵円形 
1) 電子顕微鏡lとより最初に mitochondriaの 棒状等として観察せられ，まれに分岐状形態を呈す
内部構造の全般を報告したのは palade (1952)及 る事もありて細胞形質内に散在すb球形卵円形なる
び Sjostrand (1953)である o paladeは mito. ものに小型なもの多く棒状を呈するものに大型なも 
chondriaの基本構成として の多い。大型なものは約 3μ の長経に及ぶものも存
①周囲の細胞形質との聞を境する限界 在す。極めて小型なものK於ては microsomeの大
①膜膜の内面より mitochondria実質内部民向 型のものに近い大きさのものも存在す。但し mito-
い突出し，或は互に平行に比較的規則正しく配列す chondriaと microsomeとは決して同一視する事
る梁状構造 (cristaemitochondriales) は出来ないo mitochondria Kは著明な限界膜及び
@時比頼粒を含む事あるも一般には無構造に見ら 内部構造の如きものが存在する。
れる基質 (mitochondrialmatrix) 3) (図 12)は妊娠 6週の syncytium細胞形質
以上三要素より成立つ事を述べている。 である。私は此の像を syncytiumが胎盤完成以前
又 Sjδstrandは mitochondriaの限界膜及び lζ於で母体 decidua細胞を破壊しつつある像と考 
cristae mitochondriales は二重膜構造よりなる える。即ち microvilliが decidua細胞破壊残澄に
事を述べている。然れども全べての mitochondria 対し集中して破壊しつつある様に思われる。 micro-
がかかる基本構成に該当するものでは無く，電子顕 vi1li直下の細胞形質Kは一様に小型の卵円形円形
微鏡学の発達氏伴い，種々の形及び内部構造を有す を呈する mitochondriaが集団をなし，又 micro-
る mitochondriaが明確となりつつある。例えば some頼粒A物質等も集まりその部分lζ於て細胞形 
Rhodin等(1956)は ratの気管上皮細胞に於て， 質の電子密度は高くなっている。かかる像よりして
森田 (1958)は mitochondriaの概説K於て限界 私は細胞の機能的役割の必要に応じて mitochon. 
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driaは細胞形質の他部よりかかる部位に集まると
同時にその部位は於て急速K新生されると考える。
かかる mitochondriaは小型，卵円形，円形にして 
cristae mitochondriales が少く而も電子密度の
高いものであるが是等は新生期の若い mitochon-
driaであると考える。 
4) (図的は妊娠 5カ月上旬の Syncytium細
胞の microvi11i及び自由面が脱落しつつある状態
である。細胞形質内には電子密度の高い卵円形 mi-
tochondriaが存在し自由面に向い移動しつつある
如き観を呈す。叉繊毛間腔には cristaemitochon-
driales限界膜を有する mitochondriaが浮揚す。
私は mitochondriaが他の空胞状構造体 micros-
ome頼粒 A物質等と同時に自由面の脱落lと際し放
出されるものと考える。 
5) (図 2)は2カ月中旬 (7週〉の Syncytium
細胞である。 microvi1li及び自由面が脱落後の状
態と思われるものであり，自由面は鋸歯状を呈す。
細胞形質内には mitochondriaが散在するも，そ
の数は(図的の 2カ月上旬の microvi1liを有す
る syncytiumと比較すると割合lζ少い。叉細胞形
質の電子密度も比較的明るくなる。細胞基底部近く
には比較的 mitochondrialmatrixの電子密度の
高いものが存在するが自由酉近くのものに於ては一
部或は全部の mitochondrialmatrixの電子密度 
が低下したものが存在する。但し cristae mito-
chondrialesは尚認められる。かかる像よりして私
は細胞自由面の脱落に際し mitochondriaの一部 
は細胞形質空胞状構造体 microsome頼粒 A物質
等と共に放出されるが，放出をまぬがれたものに於
ては mitochondrialmatrixの電子密度が低下す 
るものと考える。此の事は mitochondrialmatrix 
内部のA物質及び microsomeが周囲細胞形質内
microsome及びA物質と供花一部分放出されたも
の或は一部分消槌したものと考える。
生理的状態に於ても細胞機能の愛化lとより mito-
chondria内部に空胞化現象が起ると云う事を諸学
者も認めている。例えば， Leber (1956)は ratの
副腎皮質に於て分}必以前の状態である暗調細胞叉分
泌中，分泌以後の状態である明調細胞を区別し，暗 
調細胞には mitochol1driaの空胞化は無く，明調 
細胞にのみ mitochondriaの空胞化を目撃すると
述べている。
Leber (1956)・・…・ On a larger scale it is 
possible that light and dark cells in the 
adrenal cortex are in di妊erentstates of sec-
retory activity. Since the presence of intra-
cellular osmiophilic materials is an accepted 
indication of the ability of an adrenocortical 
cell to secrete，and since during the process 
of secretion some at least of these materials 
are visibly depIeted，it may be that the light 
cel1is a discharging or dischrged form，whi1e 
the dark cell is in an undischarged state. 
That di妊erence in secretory activity are 
re:flected by. cyto・morphological change is 
further supported by the nnding of numbers 
of cOrtical cells intermediate in appearance 
between the light and dark cell extremes. 
ratの副腎皮質に於けるものと syncytium細胞
に於けるものとは分泌の形式が異なるが， Syncy-
tìum の apocrine 形式の分~、lζ際しでも mito­
chondria IC一部空胞化現象が起るものと考える。 
6) (図 13)は妊娠 5カ月中旬の Syncytium細
胞である。其の自由面lとは microvi11iの新生が起
りつつあるものと考える。細胞形質には C.micro-
some S-microsomeが散在し，共の開花小型なる
円型j卵型の mitochondriaが多数散在す。是等の 
mitochondria は matrixの電子密度は比較的高
く限界膜を認むるも， cristaeの明瞭なるものは比
較的少く，小型なるものに於ては microsome と 
の区別は完全Kつけがたい。私はかかる像は mito-
chol1driaが急速に新生しつつあるものと考える。
然し如何忙して mitochondriaが発生するかと云
う問題になると非常K困難を伴うものである。私は
mitochondriaの発生の母体となるものは micro-
someなりと考える。即ち S-microsomeが融合
合着Kより mitochondriaの限界膜を生じ，乙の 
膜が其の箇所K在りし細胞形質を囲み又周囲細胞形
質内の C-microsome頼粒A物質などが収容せら
れ，新生の mitochondria嚢中に取り込まれる事 
により頼粒状 mitochondriaを生ずると考える。
即ちその限界膜内部には C-microsomeが包蔵せ
られ，又 mitochondria嚢中にはA物質及び C・S.
microsomeが多数存在する様になる。乙の mito-
chondria嚢中の microsomeは細胞形質内K残さ
れた microsome との間に紬糸による連絡を永く
後lζ至る迄残しているものも存する。 
次ILmitochondria嚢中の或は膜を造る micro-
some頼粒は其の数を増し肥大し突出し平行K縦裂
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を作り microsome 柱多数を発生し是等は櫛歯状
に其の端を限界膜内面l乙附着せしめて並列する様に
なる。これが所謂 cristaemitochondrialesなり
と考える。かかる小型球形 cristaeの少なき而も
電子密度の高い新生期の若い mitochondriaの集
団像は実験的にも創り得るものである。即ち Faw-
cett (1955) Bernhard及び Rouiller (1956)等
は ratの肝細胞に於て飢餓食の後再食事をする時，
叉肝細胞一部切除後 ACTHを加えると肝細胞形質
内lζ急速に mitochondriaが新生する像を観察し
ている。 
7) 私の標本氏於て Syncytium 自由面の脱落
後の状態と思われる写真を 2--9ヵ月の総べての 
syncytium 細胞に於て観察し，且つ自由面近くに 
mitochondrial matrix の電子密度の低下せる 
mitochondr匂を観察した。 
5カ月のものに於て Syncytium細胞自由面及び 
microvilliの脱落せる状態及びそれに伴う mito-
chondria，空胞状構造体， microsome頼粒等の放
出される状態を観察し，叉 5カ月(図 13)と9カ月の
写真l乙於て microvilliの新生及びそれに伴い mi司 
crosomeより mitochondriaが新生される像を観
察している。私は以上の標本よりして mitochon-
driaは microvi1liの新生氏一致して多数 micro-
someより発生し microvilli及び自由面の脱落に
伴い放出されるか退化消失するものと考える。叉か
かる周期が妊娠全期にわたり行われているのではな
いかと想像される。然し総べての mitochondriaが
かかる形式にて発生し，叉退化して行くとはかぎら
ないと考える。例えば(図的は妊娠 5カ月中旬の 
syncytium細胞である。左側上方部には新生期と
思われる小型なる mitochondriaあり。即ちその
傍には A物質及び C-microsomeの集りと 思われJ
る曇状構造物あり，一部ILmitochondriaの限界
膜と思われるものが形成されて L叶。かかる像は 
mitochondriaが新生きれつつあるものと思える。
然るに(図的の中心部Kは膨化し空胞化せる mi-
tochondriaが存在する。即ち mitochondr iaの
新生及び退化は同一細胞形質内K於ても必要に応じ
同時に行われるものと考える。
8) (図 14)は妊娠 9カ月の Syncytium 細胞及
び Langhans細胞が syncytium細胞へ移行しつ 
つある像である。 syncytium層に於て殆んど mi・ 
tochondria が空胞化し mitochondrial matrix 
は電子密度が低くなっている。然し僅かではあるが 
明確なる cristaemitochondriales及び電子密度
の高い matrixをもっ正常の mitochondriaと思
われるものが存在する。是の事は 9カ月比lζ於ても
妊娠早期比於けると同様 mitochondriaの新生退
化は行われつつあるものと考える。然し早期 syn-
cytium I乙比較すると殆んど総ての mitochondiia 
k空胞化を観察し得るものである。
(図 1)は 10カ月末期の syncytium細胞である
腫張せる mitochondriaは限界膜のみ残し，完全
なる空胞，或は限界膜の一部消失し不整型な腕曲せ
る線状物となり，空胞状構造体の遺体との判別は全
くつけがたく細胞形質内へ消失す。余はかかる現象 
lζ対し mitochondria形成要素なる microsome頼
粒及びA物質が "Autolyse"で細胞形質内lζ融け
去る現象lとより mitochondria 自体も漸次細胞形
質内lζ消抱し去るものと考える。妊娠末期 (8"-' 10 
カ月)民総べての mitochondria腫張及び空胞化
を起す事は人主産物としてだけでは解釈し得ないも
のである。私は mitochondriaの腫張及び空胞化
は退化萎縮せる細胞に於ける mitochondriaの老
化現象と考える。余と同様なる見解を Weiss及び 
Lansingは mousの脳下垂体前葉IL於て次の如く
述べている。 
Weiss and Lansing (1953)・・・・・・ Occasionally 
an enlarged， vesiculated mitochondrion is 
observed. Such swollen， vesiculated mito-
chondria have been observed in various 
organs taken from aged animals. 
9) (図 15)は8カ月の Syncytium細胞である。
腫張空胞化せる mitochondriaの聞に介在し， 
mitochondriaと同様な形，大きを有する一様な電
子密度をもった mitochondria様物体が存在す。
このものは一重の限界膜に囲まれた電子密度の高い
物質lとして cristaeを欠く。このものは多分 mito-
chondria Ie近似せるも発生異状の好オスミウム性 
の物体なりと考える。 Dempsey (1953)は天竺ネ
ズミの卵黄嚢上皮lζ於て mitochondria は早期及 
び中期の間は正常の形態であった。然し末期に向う
につれ腫張し破壊され，同時に存在する電子密度の
高い好オスミウム性の物体，多分色素頼粒が是等の 
老化した細胞に現われたと述べている。
Dempsey (1953)......swollen，dense spherical 
bodies which become common in. the base of 
the yolk-sac cells near term，which seem to 
be traceable by direct transitioII through the 
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vesiculated mitochondria to the normal or-
ganel1es. The granular substance of these 
swol1en. objects appears to condense and 
precipitate， and later to disperse into the 
cytoplasm. 
叉 Hess (1955)は neuronが年令の進むにつれ 
色素頼粒が発達して，此れは mitochondriaの移
行形に関係ありと述べている。 
Hess (1955) ... Pigment granules develop 
in aging neurons，and these have been related 
through transitional forms with mitochondria 
SyncytiUin R.於ても同様に制胞自体の退化萎縮
に伴い mitochortdriaが腫張空胞化せると同時に
他方に於てコロイド物質化して行くものもあると考
えられる。
第 4項 Golgi装置
1. 光学顕微鏡に於て Golgi装置は種々の形態
を示す。例えば Wilson (1925)は之を三大別せり。 
Wilson (1925)-..... fItappears in two form， 
the localized and the di旺use，•••••• J.N!Pち 10-
calized form !r.於ては単一なる網状構造を示し， 
di妊useform R.於ては頼粒状，脅曲せる紐状，或
は輪状等種々の形態を呈して散在し特別の局在部位
を示さない。 syncytium層に出現する Golgi装置
は光顕にては Wilsonの所謂 di旺useform とし
て存在する。是れは小松崎 (1933) も認める所であ
る。 Golgi(1898)が猫とフグロウの神経細胞に於
て Golgi装置と称する構造を発見したが，光顕lζ
於ては未だ Golgi装置が細胞形質内 organel1eと
しての確固たる存在の証拠は必ずしも確立していた
 
とは断定出来なかった。然るに電顕Kよる分解能の

Sjostrand Hanzon，Dalton Felix，Lacy等 
の所見と一致するものである。きて Golgi領域に 
於ける小空胞は電子密度の低い中心部を囲みその形 
態が S-mICrosome K非常に類似す。私は是等を 
S-microsome の集りと考える。 Sjostrand及び
Hanzon (1954)が mousの牒の分泌細胞に於て
Golgi granules と称し， Dalton及び Fe1ix 
(1954)が mousの副皐ヌw:於て Lacy(1957)が 
common Limpet patel1a vulgataの神経細胞に
於て Golgi vesic1es と称するものに相当する。 
Sjδstrand及び Hanzonは謄細胞に於ては形，大
きさの~化する不透明頼粒と述べているが， mous 
の甲状線上皮細胞に於ては Ekholm， Sjostrand 
(1957)は smal1vesic1esと記載している。 
Ekholm and Sjδstrand (1957)・…..These 
vesic1es have a distinct surface membrane 
and a fairly constant size (400-800A) Weiss 
(1955)は12指腸の吸収細胞に於て Golgivesic1es 
は Golgivacuolesの最小のものを示すと述べ，
叉 Lacyは層状をなす数本の平行せる細線維(彼は 
ζのものを foldedGolgi membraneと呼ぶ〉の
先端より生ずるか，又は管状をなす Golgi mem-
braneの横断であるかもしれぬと述べている。 
3. 数木の電子密度高き平行せる制線維は層状を
なして並ぶ。このものは S-microsomeめ念珠状の
連鎖が合着融合を来す事lとより発達するものと考え
る。共の和線維の上には C-microsomeが包蔵せ
られるを観察す。即ち森田の Am膜に相当する。
和線椎上の C-microsomeは周囲の Golgi基質
内部の microsome との聞に連絡糸lとより連絡せ
られるを観察する。 SjostrandHanzonは障の分
泌細胞に於て Golgimembrane として記載し，
拡大花伴い Sjostrand，Hanzon (1954) Dalton， Dalton Felix (1954)は副皐丸に於て， Weiss (19 
Felix (1954)，Lacy (1957)等lとより Golgi装置 
は数本の電子密度の高い平行せる細線椎，小頼粒或
は小空胞，そして大きな空胞の三要素より成立ち， 
生体細胞に於て明らかに存在する細胞形質内 Urga-
neUeであると云う事が今や確立されつ〉ある。人
胎盤 syncytiumの光顕に於ける Golgi装置の記
載は Kastschenko (1896)，Grosser (1909)，小 
松崎 (1933)等多く存在するも，電顕に於ては沢崎
(1957)の記載を見るにすぎない。
2. 私の電顕所見に於ても(図 1，16)に示される
如く数本の電子密度の高い平行せる紘線維，小空胞，
そして大きな空胞の三要素を具備す。 
55)は mousの十二指腸の吸収細胞に於て Golgi
宜attenedsacとして記載し，叉 Lacy (1957)は
folded Golgi membraneとして記載しておるも
のに相当する。彼等は Golgimembrane又は sac 
は平滑にしてその膜面上lとは如何なる頼粒の存在も
認めずと称す。叉 Sjostrand (1956)がトcyto・
membraneなる名称を附し，他の頼粒を附着せし
める α-cytomembraneと区別している。叉 Lacy 
は層状をなす幾つかの Golgimembraneは本質 
的には一つの膜様構造の単純な敏であるかもしれな
いと述べている。
Lacy(1957) …..Moreover，several pairs of 
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membranes could be traced back to a common 等が mousの腎曲細尿管lζ於いて刷子縁と記載し
source suggesting that they were simply folds た様な構造物は全く見当らない。 Boyd及び Hu-
of what was essentiallay a single Golgi me- ghes (1954)，VVislocki及び Dempsey(1955)， 
mbrane. 磯村 (1955)，沢崎 (1957)等も電子顕微鏡をもって
かかる考えも私の考察とは異なるものである。 人胎盤 syncytiumIC於ける miα・ovi1iの存在を
4. (図 16)に於て層状をなす数本の細線維を囲 観察している。然し彼等の microvilliについての
み 5個の Golgivacuolesが存在する。(図 1)に 記載は殆んど一致してその形，長さ等の単なる記載
於ては層状をなす数本の細線維にはさまれて二つの に止まる。
空胞が存在する。かかる空胞は S-microsomeが互 (図的に示される様に早期 syncytium(2--3カ
に接着する事lとより限界膜の一部を消失する事によ 月〉に於て microvi1iの大部分は非常に細くも(約
り生ずるものと考える。かかる空胞の外形膜上にも 40.....10 mμ)，一様に長く(約3μ〉尖端氏於て幾 
C-microsomeの連鎖を観察す。 Lacyは大きな空 分腫張す。{約 0.3μ〉一般にその方向は波状の経過
胞状構造は Golgi membraneの lamelliform を取り一定せず。時lζ線状をなし尖端の腫張を欠く 
foldsの拡大Iとより生じ，是等の敏は本質的にはー ものも存在す(図 12)。自由面に近接し大なる空胞
つの敏より成立つと述べ，又 Dalton Felix は 状構造体(前述す〉がほぼ一定間隔に出現する場合， 
Golgi fl~ttened sacの末端の拡大lとより生ずると microvilli Ir覆われる自由面は空胞状構造体の部
述べている。かかる考えも私の考察とは異なるもの 位に相当し細胞形質の鈍角をなす突出部を生ず(図
である。 9)。かかる空胞状構造の存せざる場合Jζ於て，かよ
5. 以上 Golgi装置の三要素を入れる基質は森 うな突出部は著明には出現せず。
田のA物質に属するものと思われる。その内部には 中期以後 (4~10 カ月) Iζ於て microvi1iは漸
多数の microsome頼粒即ち S-microsome及び 次長さを減じ太くなる。尖端の腫張は増大し，恰も
C-microsomeを発見し得ると解釈するものであ 紋毛問腔iζ浮離せる如き感を呈す〈図 17)。 自由面 
る。 DaltonFelix Lacy等は endoplasmicreti- IC microvi1iが存在せず，自由面が鋸歯状を呈し
culum，mitochondria等の存在する細胞形質と連 て細胞境界をなすものも存在す(図 2.7)。
絡し同ーのものと認めている。私も同様な見解であ 如可なる理由により microvi1iの尖端部氏腫張
る。以上は所謂 Golgi装置の syncytiumIC於け が存在するかは不明である。然し maxwell及び 
る一般的基木構造にして，時には anomalyIC属す Pease (1956)は ratの chodoidplexus K於て
るものと思われるものに遭遇する事がある。 Golgi かかる形態K polypoid borderなる名称を布し，
小空胞の欠如せる如きものも存在し得るのである。 交生体内K於て polypoidborder Kは非常に多く
6. GoIgi裂置と他の細胞形質内 organelle と の水分を含んで、いたかもしれないと云う事を示す細
の関係を見るに niicrosome頼粒以外は私の標本 胞質の単なる広がりにすぎないと述べている。
に於ては mitochondria，所調 endoplasmic re- 2) microvi1liが細胞形質の単なる突起部であ
ticulum等との間に特別の関係を発見し得なかっ ると云う事は電顕像により始めて明かとなったもの
た。叉妊娠全期を通じ syncytium層には Golgi である。然しその超微細構造についての記載は非常
装置が存在し得ると考えるが，私の標本lと於ては妊 に少い。 Rhodin(1956)は nlousの気管粘膜の無
娠 2カ月中旬 (7週〉のものと 10カ月末期のものに 線毛細胞に於て microviI1i内部には一つの線が見F
発見したにすぎない。特別に妊娠経過により形態学 えると述べ，叉三原(1957)は人卵管の無線毛細胞
的に愛化は無いものと思われる。 に於て横紋様構造を認めそのものが森田の云う mi-
第5項細胞境界 crosome及び連絡糸であると述べている。叉 Ek・ 
(a)自由面及び microvi1i holm及び Sjostrand(1957)は mousの甲状腺 
1) 光学顕微鏡K於て繊毛間腔に面する syncy- に於て microvilliどmicrovi1liの聞の基底部k 
tium自由面に刷子縁の存在する事は古くから明か 於て細胞膜が電子密度の低L、間隙lとより分けられる 
lζされた所である。然しながらかような部位には電 二つの電子密度の高い層K分れると述べている。
顕像を以てすれば microvi1iと称せられる細胞形 Ekholm and S jδstrand (1957)……The plasma 
質の突出物が無数に存在するが， Sjostrand (1953) membrane covering the vi1li and bounding 
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the cell between the bases of the vi1i ap- るものが浮激している。 ζのものは細胞形質内K多 
pears triple-layered being composed of two 数存在する空胞状構造体と形態非常民類似す。かか 
dense layers separated by a lcss dense space. る空胞と(図 7)IL.於て空胞状構造体の直接続毛間 
M i1lon及び Rogers (1956)は兎の Chorioid 腔に聞き脱落後の状態と忠われる像を併せ考える 
plexus IL.於て microvilli 内部K限局する多くの 時，繊毛間腔に存在する空胞状を呈するものは細胞
小空胞を認めている。 形質内空胞状構造体(所謂  endoplasmicreti・
(図 18)は microvilliの縦断面及び斜断面であ culum)托して組織断片は microvilli尖端肥厚部
る。 或は細胞形質の一部であると充分想像し得る。私は 
miσovilli の表面及びその基底部は細胞膜によ (図 7)の所見を併せ考える時 microvi1liの脱落と
り覆われる。その基底部に於て細胞膜が Ekholm 同時に細胞形質の一部断裂洗離し叉細胞形質内 or-
及び Sjδstrandの云う如く電子密度の低い間隙IL. gane11eも同時に脱落するものと考える。(注，細
より分けられる二層の電子密度の高い膜になってい 胞形質内 organelleは全べてが誠毛間腔に放出せ
るのが見られる。縦断面に於て C-microsomeの られるものではなく一部は細胞形質内K消失するも
連続が斜断或は横断しているのが見られる。叉 S- のと考える。) 
microsomeが細胞形質内部より連続して micro- (図 2，7)は細胞形質自由面の脱落後の状態であ 
villi 内部lζ入り込むのが観察される。(図 19)は る。械毛間腔との聞に microvi1liを欠き，繊毛間 
microvilliの横断面及び斜断面である。 microvilli 腔との境界は鋸歯状を呈し細胞形質は直接繊毛間腔
が三叉状に分れているのが見られる。その内部には に接す。
細胞形質内lと無数に存在する空胞状構造と同ーと認 (図 13)は microvi1liが自由面に再生しつつあ
められる構造が存在する。此の事は Mi1lenと Ro- る状態と考える。 
gersが兎の chorioid plexus Iζ於て認めたもの (b) Langhans細胞及び基底膜K接する細
と一致するものである。 胞境界 
3) 北村  (1958)は豚の eccrine汗腺に於て暗 1) Syncytium細胞が Langhans細胞に接す
調細胞の microvilliが apocrir随分泌氏際し消失 る部分に於て両細胞の細胞境界は非常に複雑な経過
する事を述べ，叉黒住等(1958)は ratの胃の傍 を取る。両細胞境界は一般に比較的一定の狭い距離
細胞に於て apocrine突起の出現により細胞形質の に於て平行に並び電子密度の低い細胞間際がある。
脱落に伴い microvilliが消失する事を述べてい 所々に両細胞境界が短い距離の間で電子密度の高い
る。光学顕微鏡に於て Bonnet (1903)，小松崎(1 細胞形質で両側が固まれているのが見られる(図  
933)は 4--5カ月の人胎盤 syncytiumの Burst- 21)。このものは Horstmann及び Knoop(1958) 
enbesatzが脱落する事を報告している。然し電顕 が ratの epidermisで desmosome と称した
像による人胎盤 Syncytiumの microvi1i及び自 ものに相当する。両側の電子密度の高い物質は森田
由商が脱落する事事‘lιζついての報告は未T い、。私は のA物質lιζ相当し，その部分lκと於て Cだご無L1
妊娠  3カ月より 9カ月のもの Ir 口白 山山日 の連続が細胞境境-界l ζ2--3列走つているのがと於て microvi1i及I にと平行IL. 
び細胞形質自由面の脱落後の状態を， 5カ月上句l 観察出来る。是等の領域の両側Ir乙於て僅かの距離のにと
於て mic口ぽr仰villIiが脱落しつつある状態を，叉 5カプ'0 山日 問細胞間隙は他の部分より狭い様に思われる。
月及び  9カ月 K於て脱落後の自由面より micro- 他の細胞K於ても ζの様な構造は隣接細胞の自由 
villi が新生する状態を観察し得たるにより報告す 面近くの細胞境界lζ於て比較的多く見られるもので
る。(図的は microvilliの脱落する状態である。 あって一般に光顕の terminalbar (閉鎖堤)に相
一部の microvilliの尖端 2/3は極度lζ肥厚し波を 当すると考えられている。 Ekholm及び Sjostrand
打ち，頭部の下 1/3は非常に細く其の部分に於て恰 (1957).は mousの甲状腺の上皮細胞に於て此の部
も脱落寸前の如き状態である。然しながら一部の 位では細胞間際は僅かに広がり，二つの形質膜の各 
microvi1li IL.於て尖端部の肥厚は既に無く脱落が 々は電子密度の低い層を開花入れ二つの暗い線K分
行われ，頚部の細い部分のみ存在する。紙毛間腔に れると云う。 
は microvilli尖端部の肥厚と思われる組織断片多 Ekholm and Sjostrand (1957) …… Within 
数浮併す。叉かかるものに混在し空胞様形態を呈す the regions the intercellular space is slight1y 
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widened and each plasma membrane is split 
into two dark lines separated by a layer of 
low density. 
叉黒住ぐ1958)は ratの胃の主，副，穿等三種
の細胞に於て閉鎖堤よりや、下方で細胞境界の形質
膜がや〉厚くなり， 乙~ Iζ極めて屡々 mitochon-
driaが附着しているのが見られると云う。私の写
真に於て以上の像は観察し得なかった。 
2) 両細胞膜の間隙は所々で拡大し，その拡大が
大きくなると空胞状を呈す。大きな空胞状を呈する
細胞間隙l乙syncytium自由面の microvi1iI乙類
似の構造を有する僅かの突起が両細胞より生ずる
(図 20)。このものにも C-microsomeの存在が見ら
れる。 Wislocki及び Dempsey(1955) は単 k 
svncytiumと Langhans細胞の形質膜の聞に時
々小さな開いた裂目が見られると述べるに止まる。 
Wislocki and Dempsey (1955) …..Between 
the plasma membrans .of syncytium and 
Langhans cel1s，smal1open clefts are some-
times apparent. 
3) (図 14)に於て上記 Lang・hans細胞と syn-
cytium細胞との境界と全く同じ形式の構造が観察
される。即ち処々に desmosome様結合及び細胞
間隙の拡大Iと伴い microvil1i様構造が観察され
る。然し此の細胞境界は途中にて消失す。上下の両
細胞形質の電子密度は同程度lζ高く，叉空胞状構造 
mitochondria等の形態及び分布形式が非常に類
似す。私は両細胞共fZ: syncytiumであると考え
る。即ち syncytium細胞形質内Kも細胞境界が存
在し，下側の細胞は Langhans細胞が syncytium 
細胞へ移行した状態と考える。光学顕微鏡K於て
Ulesko・Stroganowa (1896)，Maximow (1950)， 
Bonnet (1903)，Jung (1908)，Stieve (1940)， 
Fahrenholz (1927)，Sternberg (1927)，小松崎
(1933)，中島(1955)，大童(1956)，内田(1 957)
等により Langhans細胞が syncytium細胞に移
行する事が認められた。内田は妊娠 3カ月末から 10
カ月に至る人胎盤繊毛lζ於て Langhans細胞が 
syncytium細胞へ移行する所見を観察している。 
即ち余の見解lζ於で syncytium自由面の脱落K伴
い syncytium細胞形質はその面積を減少するが，
一部の Langhans細胞が細胞境界を失い syncy-
tium細胞へ転化移行する事lとより syncytium細
胞形質は補充され直接基底膜と接する様になる。か 
かる Langhans細胞が syncytium細胞へ移行す
る現象は妊娠2カ月中旬(図 2)に於て syncytium
自由面の脱落した状態を観察し得る事よりして妊娠
早期 (2 ~3 カ月〉に於て既に起りつ〉あるものと
考える。 
4) syncytium細胞は基底部l乙於て基底膜に接
す。其の基底部の細胞境界は非常に複雑なる屈曲を
呈す。細胞境界の大部分は基底膜に接し細胞間隙は
無い。然し多くの場所に於て細胞境界の複雑なる入
込を作り基底膜との間に不整型な細胞間際を作る。
此の拡大された細胞間隙へ周囲の、 syncytium細胞
形質より microvi1i様突起が複雑な走行を呈して
突出している(図 21)。自由面の microviJliと同
様に C-microsome の連続よりなる横紋を観察す
る。余はとのものを microvi1liなりと考える。即
ち microvi1iは細胞自由面にのみ存在するもので
は無く，細胞間隙に於ても存在:し得るものと考える。 
Dempsey及び Wislocki(1956)は猫の sync-
ytium細胞基底部に於て同様な構造を報告してい
る。 
Dempsey and Wislocki (1956) ...Along its 
fetal margin，in the gaps between the cytot-
rophobasts the syncytium sends fair1y stout 
branched processes toward the basement 
membrane upon which they end in broad， 
footlikecontacts.. Between the plasma me-司 
mbrane of these processes and the basement 
membrane seemingly empty，extracellular 
spaces are visible. 
そして Dempseyは水分が活溌に移動する場所
IL生ずると述べている。叉 Pease(1955)は腎細尿
管K於て同様な構造を示し，細胞外間隙が利尿の間 
に拡大すると述べている。 
私の(図的 lと於てかような細胞外間隙が細胞形 
質内空胞状構造と連絡がある事実は水分の移動と関 
係があるかもしれないと考えられる』
B. Langhans細胞 
1. 電子顕微鏡を以てすれば Langhans細胞の
細胞形質は syncytium細胞のそれに比較すると比
較的明るく見える。此の細胞形質には microsome
頼粒 (S"microsome，C-microsome)が存在し，
その連絡糸 (A物質)により線状，平行線状，輪状，
螺旋状，円形状， rosette型等種々の形式lζて排列 
す(図 22)。然し syncytium細胞形質に比較して
microsome頼粒の数は少く，排列状態は粗である。
この事が Langhans細胞形質が syncytiuJP，細胞
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形質よりも明るく見える為と考える。
microsome頼粒の数及び排列の状態は妊娠早期
より末期に至る総べての Langhans細胞に於て同 
程度の状態に観察される。然し妊娠 9カ月の Lang-
hans細胞が syncytium細胞へ移行しつ〉ある状
態と考えられる(図 14，17)に於て syncytium細
胞形質と同程度の microsome頼粒の数及び排列 
状態， A物質を有する Langhans細胞形質を観察
した。乙の事は microsome頼粒が A物質を多量
k吸着し，叉A物質より microsome頼粒の化生 
が行われたものと考える。
2. 妊娠早期より 7カ月頃迄の Langhans細胞 
lζ於て mitochondriaは syncytiumK於けるも
のと比較すると数は少ないが相当に大きなものを観
察し得る(図 22)。是等の mitochondria!r.は限界
膜 cristaemitochondriales及び電子密度の高い
matrix等を明確に判別出来るものと，明確なる限
界膜lζ固まれ内部lζC-microsome及び A物質よ
りなる matrixのみ存在する頼粒状 mitochndria
等が見られる(図 22)。
(図 2)は妊娠 2カ月中旬 (7週)の syncytium 
細胞自由面が脱落した後の状態である。 syncytium
細胞形質内 mitochondria Kは mitochondrial
matrixの一部或は大部が空胞化せる像を多数観察
し得るが， Langhans細胞形質内 mitochondria 
に於ては空胞化現象は観察し得ない。 ζの事は La-
nghans細胞内 mitochondriaは syncytium細
胞内 mitochondria とは別個の自主性に於て生存
し， syncytium 細胞自由面の脱落と云う強力な~ 
化lと於ても影響を受けない為と考える。
妊娠8カ月以後の mitochondria K於て私は
mitochondrial matrixの一部或は大部が空胞化
せる像を観察した(図 20)。乙のものは mitochon-
drial matrix内部に存在する microsome頼粒及
びA物質が消極し去ったものと考える。 ζの消失し 
て見えなくなると云う現象は“Autolyse"で本当
K融け去るものか或は一時的に姿を没し所謂“ma-
squerade" した状態にあるのかは不明である。然
し Langhans細胞は妊娠中期 (4カ月〉以後に於て
一部は syncytium細胞形質へ転化移行するもので
あり(図14，17)，叉一部は妊娠末期迄止まるもその
大きは早期 (2--3カ月)Langhans細胞より小とな
り退化萎縮するものである。 mitochondrialmat-
rixの部分的の空胞化は Langhans細胞の退化萎 
縮に伴う mitochondriaの老化現象と考える。 
余と同様なる見解を Dempsey (1953)は天竺ネズ 
ミの卵黄嚢上皮に於て，叉 Weiss及び Lansing
(1953)は mousの脳下垂体前葉lと於て観察してい
る。出産時 (10カ月末期〉のものに於ても空胞化せ 
る mitochondriaの遺残体と思われるものが尚存
在す(図23)。
3. Langhans細胞形質lとは Sjostrand(1956) 
の α-cytomembraneK固まれた長管状構造，空胞
状構造等が見られる(図 24)。乙のものは Porter 
(1952)の endoplasmicreticulum Iζ相当するも
のである。即ち是等の外形膜の外側には C-micro 
some頼粒が肥大し 1列叉は 2列 3列に於て存在 
す。外形膜の内側面は常に平滑である(図 20，22)。
私はこのものは最初 S-microsome及び連絡糸 (A
物質)が異常に肥大し縦に分裂する事lとより発生す
るものと考える。其の内容は分泌による明澄なる液 
体なりと思われ，叉 α-cytomembrane上の小頼粒
は C-microsomeが特殊に肥厚したものにして吸
収性分泌作用を営めるものと忽われる。
かかる endoplasmicreticulumは妊娠早期 (2
--3カ月〉には少く細胞形質内I --r.1 2個観察され
るにすぎない。叉 endoplasmicreticulum Kは大
部分 mitochondriaが接着して見られる(図 22)。 
即ち時には mitochondriaの周りを endoplasmic
reticulumの層状構造が取り囲み(図 22)，時には
空胞状の endoplasmicreticulumが mitochon-
企・iaと接着して並ぶ(図 22)。是等の形成は個々lζ
独立して存在するが，幾分内陸の拡大せる endo-
plasmic reticulum K於ては其の外形膜K接着し
て2--3個の mitochondriaを観察する(図 22)。
かかるものは endoplasmicreticulumが融合合 
着して増大したものと思われる。叉 mitochondria
が endoplasmicreticulumの内陸を拡大させる 
上に何か作用しているのかもしれない。 Dempsey
(1953)は天竺ネズミの卵黄嚢上皮lζ於て私と同様
な像を観察した。彼は mitochondria は一般に 
energy を放つ酵素の存在する細胞内の場所であ 
り，然るに endoplasmicreticulumは蛋白合成
に幾らか関係のある ribonuc1eupr叫 einIと相当す
るものである。それ故両 organelleは細胞の同化
作用をつかさどる organelleであり，両者が密接
して存在する事は決して不思議ではないと述べてい
る。 
Dempsey (1953)…… Frequently a strand of 
reticulumcurves around the mitochondrion， 
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c10sely following its contours and maintain-
ing rather accurately a constant distance 
from it. BasaIIy，however，the association is 
so constant as to suggest a functional re・ 
lationship between the two organelles. Since 
the mitochondria，now generally regarded as 
the cellular site of energy-releasing enzymes， 
and since the reticulum，provisional1y iden-
tified as ribonuc1eoproteins which somehow 
are associated with protein synthesis，re-
present two components of the cells meta-
bolic machinery，it is perhaps no accident 
that the two structures maintain a c10se 
structural relationship. 
中期 (4---7カ月〉以後に於ては endoplasmic
reticulumが融合合着し噌大したと思われる像が 
見られる(図 20)。α・cytomembrane K固まれた 
不整型な大きな空胞状構造を呈す。このものには多 
数の mitochondriaが外形膜に接着す。叉個々に
mitochondriaと endoplasmicreticulumが接
着している形式も所々に見られる。この時期 (9カ 
月)K於ては既に mitochondriaの空胞化が観察
される。 endoplasmicreticulumの数も妊娠早期 
(2~3 カ月〉に於けるよりも比較的に多い。かかる
endoplasmic reticulumの拡大像は Langhans
細胞が syncytium細胞へ転化移行する前段階に現 
われる現象であり， endoplasmic reticulumの拡 
大像は syncytium細胞の空胞状構造へ移行して行
くものであると考える。私は Langhans細胞が
syncytium細胞へ転化して行く上に於て mito-
chondriaが endoplasmicreticulumを拡大させ
ると云う大いなる役割を果していると考えるカ。 10
月末期の Langhans細胞に於てはかかる endo-
plasmic reticulumの遺残体と考えられるものが
空胞化せる mitochondriaと接着して見られる(図
23)。 一
4. 光学顕微鏡に於て W i1son(1925)は Golgi
装置を di妊useformとlocalizedform K大別し 
た。小松崎 (1933)は Langhans細胞に於ける
Golgi装置はlocalizedformであり， syncytium 
細胞に於ては di任useformとして存在する。Jと
述べている。然し電顕像による所見からは Sjost-
rand，Hanzon (1954) Dalton，Felix (1954)等
の云う Golgivesic1es，vacuoles，Golgi mem・
braneより成立ち，内部構造花於ては syncytium 
細胞の Golgi装置と何等異なる所は無い(図 25)。 
Golgi vesicles は S-microsome であると考え
る。 Golgi vacuoles は S-microsomeが互いに
接着する事lとより生ずるものと考える。叉 Golgi 
membrane は S-microsome，C-microsomeの連
続より生ずるものと思われる。是等三要素の存在す
る基質は Golgimatrix と云われるものであり A
物質より成立ちその内部には多数の C-microsome
及び S-microsomeが含まれる。 
5. 妊娠早期 (2~3 カ月)の Langhans 細胞が
互いに接して存在する場合両細胞の聞には狭い細胞
間隙がある。所々に細胞間隙の sinus状に広がる
場所が見える(図 22)。細胞間際の狭い部分lと於て 
A物質が細胞境界の両恨IJK集積し，その部分の電子.
密度が高くなっている所が見える。とのものは Ho-
rstIuann及び Knoop(1958)が ratの表皮で
desmosomeと称したものに相当する。
c.基底膜
1. 人胎盤繊毛 lと於ける基底膜については Boyd 
及び Hughes (1954) Wislocki及び Dempsey(19 
55)，磯村 (1956)，沢崎 (1957)等が記載してをる
が，その記載は単なる位置的の関係に止まり，その
内部構造については何も触れていない。 
2. 基底膜は妊娠早期 (2--3カ月〉に於て母体 
側は Langhans細胞の基底部民接し妊娠中期 (4'"' 
7カ月〉以後に於ては Langhans細胞及び syncy・
tium細胞の基底部民接す。胎児側は繊毛毛細管の
内皮細胞及び繊毛結合組織に接す。繊毛血管の内皮
細胞に接する部位に於て，基底膜は Langhans細 
胞及び syncytium細胞の基底膜と繊毛血管内皮細 
胞に基因する基底膜の二層が存在する(図 17)。然
るに繊毛結合織に接する部位K於ては Langhans
細胞及び syncytiuin細胞の基底膜のーj曹に於て存 
在する(図 21)。二層の基底膜より成立つ場合基底
膜の聞はは基底膜よりも電子密度が非常に低い基底 
膜間隙がある。基底膜間隙には僅かに線維様のもの 
が見える。 Dempsey及び Wislocki (1955) が
col1agenous fiberと記載しているものである。基
底膜間隙には僅かの C-microsome頼粒が線状の 
連続をして存在し，叉僅かの mitochondria も観
察される(図 17)。是等に mitochondria Ir.は明
かな限界膜及び cristaemitochondrialesが見え 
る。此の基底膜間隙は両端に於て拡大し繊毛結合組
織の間隙へ移行する。 
3. 繊毛結合組織に接する一層の基底膜の基質は
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比較的電子密度の高い均一な物質にて満される。 ζ 粒には暗色を呈する連絡糸(森田のA物質)が存在
のものは森田のA物質K相当するものと考える。基 す。 microsome頼粒はA物質内にて随時化生きれ
質の処々にA物質の結合が組なる為lと生ずると思わ るものであるが自主性が存在する。即ち分裂集合肥
れる不明確な限界もつつ間隙が見える。基質には 大発育吸着等の形式に於て他の細胞形質内 orga-
C-microsome頼粒が散在し，此の C-microsome nelle I乙愛化して行くものであり，叉逆に消槌して
の中には基質のA物質と判別出来ない，頼粒として 見えなくなる場合もある。要するに microsome
殆んど認め得ざる如きもの，叉明確K C-micro- 頼粒及び連絡糸lとは活援なる生命力が存するのが観 
someとして認め得るもの，其の聞の移行型等が存 察される。
在する(図 26)0 2. Syncytium細胞形質には空胞状構造体が存
私はA物質より C-microsome が化生されつつ 在す。その外形膜の外側面には， Sjostrand (1956) 
ある状態と考える(前述〉。 基質はは明確なる限界 が α・cytomembraneとして述べた所の小頼粒の附
膜 cristaemitochondriales及び mitochondrial 着を見る。かかる外形膜上の微細頼粒は C-micro-
matrixを有する mitochondriaが僅かではある some，S-microsome より，叉外形膜の電子密度
が存在する(図 26)。妊娠 9カ月のものに於て mi- はA物質により成立したものと考える。外形膜上の 
tochondrial matrixの一部或は大部が空胞化し大 microsome頼粒はー列の連続を示すか，時には 2
なる空胞状構造体を呈するものがる。存在すかかる 列 3列牲の連続を示し，外形膜の内側面は一般に平 
mitochondria K於ても限界膜及びその内部K包埋 滑である。然し microsome頼粒が外形膜内部に
せられたる C-microsomeは明確に認められる(図 完全に包蔵され外形膜の両面が平滑となる事もあ 
26)。乙の現象は妊娠末期 (8 ~10 カ月) R. syncy司 る(森田 Am膜)。空胞状構造体の内腔には液状体 
tium層に見られる mitochondriaの空胞化比類 が含まれ，その microsome頼粒及び連絡糸が観
し， mitochondriaの退化現象と考えられる。叉 察される。空胞状構造体の形態は円形，卵円形，長
(図 21)に於て Sjostrandの ιcytomembranelζ 管状形，不整型等の形に於て存在し，是等空胞状構
て固まれる空胞状構造体が存在する。其の内空の電 造体はー列に並ぶ傾向があり，時比細糸細管にて連
子密度は同一写真の syncytiumK於ける空胞状構 絡され列を作り，まれに分岐状lζ結合されるものも
造のそれと一致して電子密度が低L'。私は Palade ある。早期 syncytium K於ては mitochondria
の所謂 endoplasmicreticulum K相当するもの と同程度或は梢々小型であるが，妊娠時期の進むに
と考える。 つれ大きさを増大するが，其の数は融合lとより減少 
4. 基底膜の胎児側は繊毛結合組織の知胞間隙に する傾向がある。
て境され形質膜を有せず。叉間際lζ存在する線維様 3. 空胞状構造体は Syncytium細胞基底部に於
物質と所々に於て結合し其の境界は不規則の走行を て細胞背隙とその内容が連絡し，叉其の内容は細胞
取る。 Lang・hans細胞及び syncytium翻胞の基 自由面K於て eccrine型式， apocrine型式にて
底部に面する基底膜の境界は両細胞の細胞膜K密接 統毛問腔l乙放出分泌される。叉分泌lζ際しては外形
しその走行と一致する。然し両細胞基底部に細胞間 膜の α・cytomembraneは森田の Am膜へ還元移
隙を生ずる場合K於て基底膜の基質は細胞間隙の途 行する傾向が見られる。
中迄入り込む。その部分に於ても基底膜には特殊の 4. microvilli直下の細胞形質突出部を認める
限界膜は認められない。 部位K比較的大型の内部比比較的電子密度の高い物
質を入れる空胞が存在する。乙のものは Dempsey 
第 4章結 論 (1955)等が pinocytosisの吸収の結果作られると
人胎盤繊毛組織を電子顕微鏡花より観察し次の結 称するものであるが，かかる空胞の外形膜も Sjost・
相当し，他の空胞状cytomembraneK・αのrandこ。T果を果 
1. 人胎盤 Syncytiumの細胞形質lとは無数lと散 構造体と外形膜が連続するものも存在し前記空胞状
在する microsome頼粒が存在し，凡そ 5mp以下 構造体と同一種類のものと考える。以上の空胞状構
の電子密度高き微細頼粒 (C-microsome) と比較 造体は ~orter (1952)の endoplasmicreticulum 
的大型(凡そ 30mμ位〉明るく見える胞状頼粒 (S- K相当するものと考える。 
microsome)に分けられる。是等 microsome頼 5. 妊娠早期 (2--3カ月)syncytium細胞形質
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に於ては一般に mitochondriaは Palade(1952) 
の三要素を完全K具備し，電子密度の高い球形卵形
棒状等の形で存在する。 syncytiumが胎盤完成以
前に於て母体 Decidua細胞を破壊しつつあると思
はれる像に於ては microvilli直下の細胞形質にー
様に小型，卵円形，円形の mitochomdriaが mi-
c:rosome頼粒， A物質等と共に集団をなして観察
される。かかる mitochondria'は新生期の若い
mitochondriaと考える。
6. mitochondria は syncytium自由酉の脱落
に際し繊毛問腔民放出せられ，放出後の細胞形質に 
於て mitochondriaの数は減少し，自由面近くの
放出をまぬがれ TこmitochondriaK於て mitocho-
ndrial matrixの一部或は全部の電子密度が低下
したものが認められる。脱落後の細胞自由面Kmi-
crovilliが新生すると同時陀 mitochondriaが急 
速に新生される像が見られる。叉妊娠 5カ月のもの
K於て新生期の若い mitochondria と膨化し空胞
化せる mitochondriaの退化現象とが同一細胞形
質内で観察された。 
7. 妊娠末期 (8 ~10 カ月) Syncytium細胞形
質に於ては殆んど総べての mitochondriaが腫張
及び空胞化するが僅かではあるが正常の mitocho・
ndriaも存在する。 mitochondriaの空胞化現象は
mitochondria形成要素たる microsome頼粒及  
ぴ A物質が“Autolyse"で細胞形質内に融け去る
現象lとより mitochondria 自体が細胞形質内lζ消
槌し去るものと考える。叉妊娠末期には mitocho・
ndriaの腫張空胞化正同時に一重の限界膜に囲ま
れ，電子密度の高い物質にて cristaeを欠く mi-
tochondria様物体が存在する。乙のものは多分  
mitochondria K近似せるも発生異状の好オスミウ
ム性の物体なりと考える。
8. 妊娠 10カ月末期  syncytium細胞に於て  
Golgi装置を 2カ月中旬に於て Golgi装置の an-
omaly It属するものと思われるものを観察した。 
ζのものは Sjδstrand， Dalton (1954)等が記載
した Golgi小空胞，空胞， Golgi膜の三要素を具 
備す。小空胞は S-microsome の集りであり，大 
きな空胞は S-microsomeが互に接着する事によ 
り限界膜の一部を消失する事lζより生ずるものであ 
b，叉 Golgi膜は S-microsomeの念珠状の連鎖 
が合着融合を来す事 lとより発達するものと考える。
以上の三要素を入れる基質は森田の A物質K属する 
ものと思われる。 ー
9. syncytium細胞自由面には microvilli と
称せられる細胞形質の突起が存在し，非常に細くー
様に長く尖端は幾分腫張す。是等の microvi1i内
部には C-microsomeS-microsomeが microvilli
を横断或は斜断し，時K microvilliを縦断じ細胞
形質内 microsomeと連続しているのが見られる。 
是等の microvil1iは妊娠全経過に於て周期的に細
胞自由面と共に脱落す。脱落後の細胞自由面は鋸歯 
状を呈し械毛間腔応接す。かかる鋸歯状を呈せる白 
由面には再び microvilliが新生するのが見られる。
10. syncytium細胞と Langhans細胞との細
胞境界には比較的一定の狭い細胞間隙がある。細胞
間隙の非常広狭い部分K於て細胞間降、の両側が短い 
距離の間で電子密度の高い細胞形質で囲まれてい
る。乙のものは森田の A物質K相当し内部KC・mi-
crosome の連続が細胞境界K平行に 2~3 列走る
のが見られる。一般に desmosomeと称せられる 
ものである。細胞間隙の拡大せる場所に於ては両細
胞より microvil1iが細胞間隙に向い突出す。
11. syncytium細胞形質内にも desmosome様 
結合及び細胞間隙の拡大K伴い microvilliが観察
される。とのものは Langhans細胞が syncytium
細胞へ移行した状態にして，未だ細胞境界が遺残レ 
ている状態である。 
12. syncytium基底部の基底膜lζ接する細胞境
界は大部分基底膜K接しその走行と一致するが，多
くの場所に於て細胞境界の複雑なる入込を作り基底
膜との間K不整型な細胞間隙を作る。この細胞間隙 
にも microvilliが見られる。
13. Langhans細胞形質にも C-microsome，S-
microsome及び連絡糸 (A物質〉が存在し種々の 
型式にて排列す。然し microsome頼粒の数及び、
排列は syncytium細胞に比し一般に粗である。 
Langhans細胞が syncytium細胞へ移行しつつあ 
るもの陀於ては microsome頼粒がA物質を多量 
I乙吸着し，又A物質より microsome頼粒の化生 
が行われる。
14. Langhans細胞の mitochondriaは syncy-
tium細胞と比較すると数は少ないが相当に大きい。
Palade (1952) の三要素を具備するも'のJ 頼粒状
mitochondria等が存在する。妊娠  8カ月以後の 
mitochondria Ir.於て mitochondrialmatrixの
一部或は大部が空胞化せる像が見られた。
15. Langhans細胞に於ても Sjostrand (1956) 
の α・cytomembrane K囲まれた空胞状構造体が
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存在する。 ζのものには mitochondriaが接着し
て存在する場合が多く， mitochondriaが空胞状構
造体の内陸を拡大させる上に何か作用している如き
像が見られる。叉拡大せる空胞状構造体は syncy-
tium細胞の空胞状構造体へ移行して行くものの様 
κ思われる。 
16. Langhans細胞の Golgi装置は Sjδstrand， 
Dalton (1954)等が述べた三要素，小空胞，空胞， 
Golgi膜とそれが存在する A物質よりなる基質より
成立つ。 
17. Langhans細胞と Langhans 細胞の細胞
境界K於ても細胞間際が siims様l乙広がる場所と 
desmosome様結合の形式が存在する。 
18. 基底膜は妊娠早期 (2~3 カ月) K於て母体
側は Langhans 細胞の基底部 K接し，中期 (4~7
カ月〉以後K於て Langhans細胞， Syhcytium細
胞の基底部氏接す。胎児側は繊毛結合組織と繊毛毛 
細血管の内皮細胞に接す。血管内皮細胞に接する部 
位K於て基底膜は二層に於て存在し，繊毛結合組織 
lζ接する部位K於ては一層lζ於て存在する。二層の
基底膜の聞には基底膜間隙が存在し繊毛結合組織の 
間隙へ移行する。この間隙には C-microsome，mi-
tochondria等が観察された。 
19. 1基底膜の基質は比較的電子密度の高い森田の 
A物質にて作られている。基質にはA物質より C・ 
microsomeが化生されつつある状態が観察され 
Tこ。叉明確なる限界膜， cristae mitochondriales 
及び mitochondrialmatrixを有する mitochon-
driaが存在し，妊娠 9カ月のものに於て mito-
chc;mdriaの空胞化現象が見られた。次に Sjost-
rand・(1956)のα・cytomembrane ~r固まれた空胞
状構造体も観察された。
摘筆lζ臨み終始御懇篤なる御指導と御校閲を
賜わりたる恩師森田教授に衷心より感謝の意を
表するとともに森，喰代両技術員の御協力を感
謝致します。
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開図説明
略字 1) BM・・・・・・基底膜 2) C・ms..…・ C-micro- ・・核 11) NM......核膜 12) S-Ms ・・・ S-micro-
some 3) Col....".Colloid頼粒 4) D・・・ Desmo‘ some 
some様結合 5)ER..…空胞状構造体的 GA.... 
…Golgi装置 7) ICS…・・・細胞間隙 8) Mt…・・ (図 1)妊娠 10カ月末期 Syncytium細胞。細胞 
mitochondria 9) MV......microvilli 10) N... 形質には細胞核，核膜， S-microsome Golgi装置ー
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等見られ，又空胞状構造体 mitochondr iaの遺残 chondriaの集団像を観察す。
体と思われるものは不明瞭となる。(図 13)妊娠5カ月中旬 Syncytium細胞。自由
(図 2)妊娠2カ月中旬(第7週〉の Syncytium
細胞及び Langhans細胞 (LC)Syncytium細胞 
自由面は脱落後の状態である。 mitochondria空胞
状構造体， Colloid頼粒， S-microsome，C-micro-
some等見られる。↑ 
(図 3)妊娠9カ月中旬 Syncytium細胞，空胞
状構造体が繊毛間腔民放出分泌される状態である。
面I"c.microvilliが新生しつつある像である。 mi-
tochondria，空胞状構造体細胞核等見られる。
(図 14)妊娠 9カ月中旬 Langhans細胞が 'Syn-
cytium細胞え移行しつつある像である。 Desmo・ 
some様結合を有する細胞境界の遺残体が見られ
る。 mitochondria空胞状構造体， microvilli細
胞核等見られる o 
mitochondria microvilli等見られる。(図15)妊娠8カ月上旬 Langhans細胞 (LC)及
(図 4)妊娠5カ月中旬 Syncytium細胞。細胞形
質には空胞状構造体 mitochondriacolloid頼粒，
核膜等見られる。
(図 5)妊娠9カ月中旬 Syncytium細胞。細胞形
質には内部民比較的電子密度の高い物質を入れる空
胞，空胞状構造体， mitochondria S-microsome 
等見られる。
(図 6)妊娠5カ月上旬 Syncytium細胞。細胞自
由面及び microvi1iが脱落しつつある像である。 
制臨核，空胞状構造体， mitochondria等が細胞形
質花見られる。叉紘毛間腔托も空胞状構造体 mito-
choridriaと同様な構造が存在する。
(図 7)妊娠 5カ月上旬 Syncytium細胞。細胞自
由面が脱落後の状態、である。空胞状構造体， mito-
chondria等見られる。 
(図 8) 妊娠 9カ月 Syncytium細胞。細胞基底部 
K於て空胞状構造体の内容が細胞間隙と交通せる像 
び Syncytium翻胞 (SC)Syncytium細胞形質に
は C-microsomeS-microsome空胞状構造体， 
mitochondria，一重の限界膜l乙囲まれた好オスミ
ウム性の Colloid頼粒等見られる。
(図 16)妊娠2カ月中旬 Syncytium細胞。細胞
形質には Golgi装置 C-microsome，S-microsome 
空胞状構造体等存在する。
(図 17)妊娠 9カ月中旬 Langhans細胞が Syn-
cytium細胞え移行しつつある像である。細胞境界
の遺残体には Desmosome様結合あり，叉基底部
Iζは二層の基底膜を介し誠毛血管内皮 (CE)に接 
す。空胞状構造体， 細胞間隙， microv ili様突起
等見られる。
(図 18)妊娠9カ月中旬 Syncytium細胞 micro-
vil1i内部には C-microsomeS-microsome，叉
microvi1iの基底部に於て細胞境界が二重となる。 
↓mitochondria空胞状構造体等見られる。
である。↑ mitochondriamicrovilli等見られる。(図 19)妊娠9カ月中旬 Syncytium細胞。枝分
， (図的妊娠 2カ月中旬 (7週)Syncytium細胞。
細胞形質には内部氏比較的電子密度の高い物質を入 
れる空胞，空胞状構造体 mitochondria等，叉 
microvil1i等見られる。
(図 10)妊娠 7カ月中旬 syncytium細胞。内部に
比較的電子密度の高い物質を入れる空胞が繊毛間腔
と交通せる像である。細胞核 mitochondria空胞
状構造体， S-microsome microvilli等見られる。
(図 11)妊娠9カ月中旬 Syncytium細胞。細胞
形質中心部には内部氏比較的電子密度の高い物質を
入れる空胞が見られ，叉 mitochondria，空胞状構
造体等見られ，自由商には microvilli"基底部l乙 
は基底膜，細胞間隙， microvilli様突出部が見ら 
れせる microvil1i，叉 microvi1i内部にはら
microsome空胞状構造体等見られる。叉細胞形質
Kは S-microsome，空胞状構造体， mitochondria 
等見られる。
(図 20)妊娠9カ月中旬 Langhans細胞 (LC)及
び Syncytium細胞。細胞境界には Desmosome
様結合，細胞間際の microvil1i等あれ両細胞形
質lとは， mitochondria空胞状構造体等見られる。
(図 21)妊娠9カ月中旬 Syncytium細胞及び基
底膜基底膜には空胞状構造体， mitochondria等存
在す。又細胞間隙， microvi1i様突起，及び Syn-
cytium細胞の mitochondria空胞状構造体， mi-
crovil1i等見える。
れ る。(図22)妊娠 2カ月中旬 Langhans細胞 (LC)及
(図 12)妊娠2ヵ月上句作週)syncytium細胞.び Syncytium細胞 S-microsome，mitochondria 
(SC)が子宮脱落膜細胞 (DC)を破壊しつつある像 空胞状構造体，細胞間隙等見られる。
と思われる。 microvilli及び其の直下には mito- (図 23)妊娠 10カ月末期 Langhans細胞 (LC) 
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及び Syncytium.細胞。基底膜， mitochondria空 装置， mitochondria空胞状構造体等見える。
胞状構造体の遺残体， Golgi装置， microvil1i等 (図 26)妊娠  9カ月中旬基底膜及び繊毛結合組織
見られる。 (CT)。基底膜には C-microsome S-microsome 
(図 24)妊娠  6カ月中旬 Langhans細胞。空胞状 mitochondria等見られ，細胞間隙 lとは microvi1li
構造体，細胞核が見える。 様突起が見られる。
(1司25)妊娠  9カ月中旬 Langhans細胞。 Golgi 
-78- 米山論文附図(工) 第35巻
第 5号 米山論文附図  (ll) -79ー
-80- 米山論文附図  (JIT) 第35巻
第 5号 米山論文附図(百〉  -81ー
-82- 米山論文附図  (V) 第 5号
